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介
護
保
険
料
は
、
前
年
の
所
得

に
応
じ
、
年
度
ご
と
に
決
定
し
て

い
ま
す
が
、
保
険
料
の
負
担
が
生

活
の
維
持
に
支
障
が
あ
る
と
認
め

ら
れ
る
場
合
の
ほ
か
、
災
害
や
不

慮
の
事
故
な
ど
に
対
す
る
減
免
制

度
を
設
け
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
減
免
に
は
「
申
請
」

が
必
要
で
す
の
で
、
要
件
に
該
当

し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
場
合
は
、

制
度
の
詳
細
に
つ
い
て
介
護
保
険

課
に
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

な
お
、
減
免
の
可
否
は
、
資
産

調
査
な
ど
の
結
果
に
基
づ
き
、
市

の
基
準
に
照
ら
し
て
決
定
し
ま
す

の
で
、
申
請
し
て
い
た
だ
い
て
も

適
用
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

保
険
料
段
階
が
第
1
段
階
（
生

活
保
護
受
給
者
を
除
く
）
か
ら
第

3
段
階
の
方
で
、
次
の
①
〜
③
の

す
べ
て
の
要
件
に
該
当
す
る
方

①
市
民
税
が
課
税
さ
れ
て
い
る
方

か
ら
、
住
ま
い
、
食
事
の
提
供
、

公
共
料
金
の
負
担
を
含
め
金
銭

的
な
援
助
を
受
け
て
お
ら
ず
、

市
民
税
課
税
上
、
ま
た
は
医
療

保
険
上
の
被
扶
養
者
に
も
な
っ

て
い
な
い
こ
と

②
資
産
な
ど
を
活
用
し
て
も
な
お

生
活
が
困
窮
し
て
い
る
と
認
め

ら
れ
る
こ
と
（
資
産
に
は
土
地

家
屋
、
有
価
証
券
、
貴
金
属
、

預
貯
金
な
ど
を
含
み
ま
す
）

③
左
表
の
要
件
を
満
た
し
て
い
る

こ
と

■
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
し
、
損

害
保
険
な
ど
の
給
付
が
な
い

か
、
一
定
額
以
下
の
場
合

①
災
害
に
よ
り
、
住
宅
、
家
財
な

ど
の
財
産
に
つ
い
て
著
し
い
損

害
を
受
け
た
場
合

②
世
帯
の
生
計
を
主
と
し
て
維
持
す

る
方
が
、
死
亡
ま
た
は
心
身
に
重

大
な
障
害
を
受
け
、
も
し
く
は
長

期
間
入
院
し
た
こ
と
に
よ
り
、
収

入
が
著
し
く
減
少
し
た
場
合

③
世
帯
の
生
計
を
主
と
し
て
維
持

す
る
方
の
収
入
が
、
失
業
な
ど

に
よ
り
著
し
く
減
少
し
た
場
合

④
世
帯
の
生
計
を
主
と
し
て
維
持

す
る
方
の
収
入
が
、
農
作
物
の

不
作
、
不
漁
な
ど
に
よ
り
著
し

く
減
少
し
た
場
合

■
無
年
金
外
国
籍
高
齢
者
福
祉
給

付
金
を
受
給
し
て
い
る
場
合

■
監
獄
、
労
役
場
、
そ
の
他
こ
れ

に
準
ず
る
施
設
に
1
カ
月
以
上

拘
禁
さ
れ
た
場
合

《
問
合
せ
》
介
護
保
険
課

蕁
24
―
2
4
0
1

区分 減免要件 減免額

第
1
段
階
・
第
2
段
階

①単身
世帯

減免申請者の属する
世帯の年間収入計が
60万円以下

決定額の
2 分 の 1
を減免
（基準額
×0.25相
当額にな
ります）

②世帯
員が2
人以上
の世帯

減免申請者の属する
世帯のすべての世帯
員の年間収入計が60
万円＋30万円×（世
帯員の人数－1）以下

第
3
段
階

①単身
世帯

減免申請者の属する
世帯の年間収入計が
60万円以下

決定額の
3 分 の 2
を減免
（基準額
×0.25相
当額にな
ります）

②世帯
員が2
人以上
の世帯

減免申請者の属する
世帯のすべての世帯
員の年間収入計が60
万円＋30万円×（世
帯員人数－1）以下

③単身
世帯

減免申請者の属する
世帯の年間収入計が
120万円以下

決定額の
3 分 の 1
を減免
（基準額
×0.50相
当額にな
ります）

④世帯
員が2
人以上
の世帯

減免申請者の属する
世帯のすべての世帯
員の年間収入計が120
万円＋60万円×（世帯
員の人数－1）以下

低
所
得
者
減
免

そ
の
他
の
減
免

安
定
給
水
を
目
指
し
て
取
水
地
点
を
移
設

豊
岡
地
域
と
城
崎
地
域
の
一
部
の
皆
さ
ん
（
約
4

万
人
）
に
配
水
し
て
い
る
佐
野
浄
水
場
の
取
水
地
点

を
変
更
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
豊
岡
市
の
主
要
な
取
水
を
潮
水
か
ら
守

る
た
め
、
こ
れ
ま
で
の
取
水
地
点
（
佐
野
円
山
川
水

源
）
を
約
3
キ
ロ
上
流
の
中
郷
地
区
に
移
設
し
た
も

の
で
す
。
こ
の
水
源
は
、
濁
度
0
・
3
以
下
の
と
て

も
き
れ
い
な
水
で
、
6
月
1
日
か
ら
供
用
開
始
し
て

い
ま
す
。

変
更
前
取
水
地
点
（
佐

野
円
山
川
水
源
）

取水ポンプ室（中郷地区）

佐野浄水場（上佐野地区）

導水管

移設

ステンレス製の集水管新取水施設（中郷地区・写真は地中埋没前）
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国
民
年
金
保
険
料
の
納
め
忘
れ

が
あ
り
ま
す
と
、
将
来
受
け
ら
れ

る
「
老
齢
基
礎
年
金
」
の
年
金
額

が
少
な
く
な
っ
た
り
、
も
し
も
の

と
き
の「
障
害
基
礎
年
金
」や
「
遺

族
基
礎
年
金
」
が
受
け
ら
れ
な
く

な
っ
た
り
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

保
険
料
の
納
め
忘
れ
が
な
い
よ

う
に
、
金
融
機
関
な
ど
の
預（
貯
）

金
口
座
か
ら
自
動
的
に
国
民
年
金

保
険
料
を
引
落
と
し
す
る
「
口
座

振
替
」
が
あ
り
ま
す
の
で
利
用
く

だ
さ
い
。

○
保
険
料
を
納
め
に
行
く
手
間
や

時
間
が
省
け
ま
す
。

○
納
付
期
限
を
気
に
す
る
必
要
が

あ
り
ま
せ
ん
。

○
指
定
口
座
か
ら
自
動
的
に
引
落

と
さ
れ
る
た
め
、
納
め
忘
れ
が

な
く
確
実
で
す
。

口
座
振
替
申
出
書
に
必
要
事
項

を
記
入
し
、
口
座
振
替
希
望
の
金

融
機
関
・
郵
便
局
ま
た
は
社
会
保

険
事
務
所
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

（
口
座
振
替
申
出
書
は
本
庁
・
各

総
合
支
所
・
社
会
保
険
事
務
所
・

金
融
機
関
・
郵
便
局
に
あ
り
ま
す
）

①
預（
貯
）金
通
帳

②
預（
貯
）金
通
帳
届
出
印

③
国
民
年
金
保
険
料
納
付
案
内
書

ま
た
は
年
金
手
帳

口
座
振
替
に
は
、
次
の
4
つ
の

納
付
方
法
が
あ
り
ま
す
。

①
1
年
前
納

②
6
カ
月
前
納

③
毎
月
納
付
（
翌
月
末
振
替
）

④
毎
月
納
付
（
当
月
末
振
替
）

※
毎
月
納
付
の
場
合
、
50
円
割
引

と
な
る
④
の
当
月
末
振
替
を
お
勧

め
し
ま
す
。
現
在
、
③
の
翌
月
末

振
替
を
利
用
の
方
も
、
金
融
機
関

な
ど
で
④
の
当
月
末
振
替
に
変
更

さ
れ
ま
す
よ
う
お
勧
め
し
ま
す
。

社
会
保
険
庁
で
は
、
ご
自
身
で

年
金
加
入
記
録
を
確
認
で
き
る

「
年
金
個
人
情
報
提
供
サ
ー
ビ
ス
」

を
開
始
し
ま
し
た
。

○
こ
れ
ま
で
の
公
的
年
金
制
度
の

加
入
履
歴
（
加
入
制
度
、
事
業

所
名
称
、
資
格
取
得
、
喪
失
年

月
日
、
加
入
月
数
）

○
国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
状
況

な
ど

社
会
保
険
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://w
w
w
.sia.go.jp/

）
に
ア
ク

セ
ス
し
、
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ

さ
い
。

年
金
相
談
窓
口
を
次
の
と
お
り

時
間
延
長
し
ま
す
。

な
お
、
お
越
し
の
際
に
は
、
年

金
手
帳
な
ど
基
礎
年
金
番
号
の
わ

か
る
も
の
を
持
参
く
だ
さ
い
。

●
7
月
8
日（
土
）は

午
前
9
時
30
分
〜
午
後
4
時

●
7
月
3
日（
月
）・
10
日（
月
）・

18
日（
火
）・
24
日（
月
）は

午
前
9
時
〜
午
後
7
時

市
で
は
、
毎
年
こ
の
時
期
、
水
道
管
の
清
掃
（
消
火
栓
か
ら
の
水
抜

き
）
作
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
作
業
は
、
水
道
使
用
の
少
な
い
夜

間
に
行
い
ま
す
が
、
作
業
中
、
一
時
的
に
水
圧
が
下
が
っ
た
り
、
赤
水

が
出
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。
作
業
日

程
と
作
業
区
域
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

▼
作
業
区
域
・
日
時

第
1
回
目
　
市
街
地
区
域

7
月
6
日（
木
）午
後
10
時
〜
7
月
7
日（
金
）午
前
4
時
ご
ろ

第
2
回
目
　
新
田
・
神
美
・
中
筋
区
域
（
一
部
）

7
月
7
日（
金
）午
後
10
時
〜
7
月
8
日（
土
）午
前
4
時
ご
ろ

▼
作
業
区
域
図
　《

問
合
せ
》
水
道
課
水
道
施
設
係
　
蕁
22
―
5
3
7
9

（
夜
間
）
蕁
22
―
5
3
7
7

兵
庫
社
会
保
険
事
務
局
豊
岡

事
務
所
か
ら
の
お
知
ら
せ

年
金
相
談
窓
口
を
時
間
延
長

《
問
合
せ
》

▽
兵
庫
社
会
保
険
事
務
局
豊
岡

事
務
所
蕁
22
―
3
1
9
6

▽
市
民
課
市
民
係
ま
た
は
各
総

合
支
所
市
民
生
活
課

口
座
振
替
の
メ
リ
ッ
ト

申
込
方
法

手
続
き
に
必
要
な
も
の

確
認
で
き
る
年
金
記
録

利
用
方
法

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
は

口
座
振
替
が
便
利
で
す
！

口
座
振
替
を
希
望
さ
れ
る
方
へ

当
月
末
振
替（
50
円
割
引
）を

お
勧
め
し
ま
す

年
金
個
人
情
報
提
供
サ
ー
ビ
ス
が

始
ま
り
ま
し
た
！

お
い
し
い
水
を
送
る
た
め

水
道
管
の
清
掃
作
業
を
実
施

7月6日  市街地区域�

7月7日  新田・神美方面�


